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2３ 

本
稿
は
清
の
哀
枚
二
七
一
六
～
九
七
）
の
「
闘
蛇
蜂
三
十
韻
」
に
対
し
、
訓

読
と
語
釈
を
施
し
、
加
え
て
口
語
に
よ
る
通
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
、

周
本
淳
標
校
の
「
小
倉
山
房
詩
文
集
（
上
苣
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

に
拠
り
、
王
英
志
校
点
の
「
衰
枚
全
集
壱
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三

年
）
を
参
照
し
た
。

「
蛇
蜂
」
は
コ
オ
ロ
ギ
の
こ
と
。
コ
オ
ロ
ギ
を
詠
ん
だ
古
い
詩
と
し
て
は
、
ま
ず

「
詩
経
」
唐
風
の
「
蝿
蜂
」
や
溺
風
の
「
七
月
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
「
蝿
蜂
堂
に

午
》
｝
』

く

在
り
／
歳
聿
に
其
れ
莫
れ
ん
」
（
蟠
蜂
）
、
「
七
月
野
に
在
り
／
八
月
字
に
在
り
／
九

月
戸
に
在
り
／
十
月
蟠
蜂
我
が
淋
下
に
入
る
」
（
七
月
）
と
、
コ
オ
ロ
ギ
の
気
候
の

変
化
に
応
じ
て
居
所
を
変
え
る
性
質
を
捉
え
、
「
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
知
ら
せ
る

虫
」
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
選
」
に
収
め
る
漢
代
の
作
と
さ
れ
る

か
”
や

「
古
詩
十
九
首
」
に
は
「
明
月
皎
と
し
て
夜
に
光
き
／
促
織
東
の
壁
に
鳴
く
」

と
コ
オ
ロ
ギ
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
「
促
織
」
と
い
う
そ
の
名
は
、
秋
も
深
ま
る

に
つ
れ
て
冬
に
備
え
る
手
仕
事
が
急
が
れ
る
が
、
そ
れ
を
「
せ
か
す
よ
う
に
鳴
く

虫
」
と
い
う
意
味
の
命
名
で
あ
る
ら
し
い
。
「
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
知
ら
せ
る

虫
」
「
鳴
く
虫
」
と
し
て
の
コ
オ
ロ
ギ
は
以
後
も
連
綿
と
詩
に
詠
ま
れ
て
ゆ
く
。
有

名
な
杜
甫
の
五
律
「
促
織
」
も
こ
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
コ
オ
ロ
ギ
を
詠
ん
だ
詩
の
も
う
一
つ
の
系
譜
と
し
て
「
闘
う
虫
」
と
し

て
捉
え
た
作
品
が
あ
る
。
コ
オ
ロ
ギ
を
闘
わ
せ
て
勝
敗
を
競
う
「
闘
蟠
蜂
」
す
な

わ
ち
「
こ
お
ろ
ぎ
合
わ
せ
」
を
詠
み
こ
ん
だ
詩
で
あ
る
。
「
闘
蟠
蝉
」
に
関
す
る
古

衰
枚
「
闘
蟠
蝉
三
十
韻
」
通
釈

は
じ
め
に

い
記
録
と
し
て
は
「
説
郛
」
に
収
め
る
宋
の
顧
文
薦
「
負
喧
雑
録
」
に
「
闘
蚤
も

ぢ
ざ

亦
天
宝
の
間
に
始
ま
る
。
長
安
の
富
人
、
象
牙
を
鍵
み
て
髄
と
為
し
て
之
を
畜
ひ
、

万
金
の
資
を
以
て
之
に
一
啄
を
付
す
。
其
の
来
た
る
こ
と
遠
し
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
唐
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
～
七
五
六
）
に
は
既
に
「
闘
蝿
蝉
」
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
に
詠
み
こ
ん
だ
例
と
し
て
は
南
宋
の
葉
紹
翁
の

七
絶
「
夜
書
所
見
」
が
早
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
転
結
句
「
知
る
児
童
の

促
織
を
挑
す
る
有
る
こ
と
を
／
夜
深
う
し
て
藤
落
に
一
灯
明
ら
か
な
り
」
の
「
挑
」

の
字
に
つ
い
て
小
川
環
樹
「
宋
詩
選
」
（
筑
摩
書
房
）
は
「
け
ん
か
を
さ
せ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
」
と
注
す
る
。
「
偲
文
斎
詠
物
詩
選
』
の
「
促
織
類
」
に
は
全
部
で
十
八

首
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
は
明
の
朱
之
蕃
の
七
律
「
促
織
」

と
明
の
張
維
の
七
律
「
戯
題
闘
促
織
」
が
闘
蝿
蜂
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
な
お
前

者
の
詩
を
収
め
る
朱
之
蕃
の
「
詠
物
詩
」
に
は
和
刻
本
が
あ
り
、
「
和
刻
本
漢
詩
集

成
第
十
八
輯
」
〈
汲
古
書
院
）
に
そ
の
影
印
が
備
わ
る
。
長
澤
規
矩
也
氏
の
解
題

に
よ
る
と
朱
之
蕃
は
万
暦
二
十
三
年
二
五
九
五
）
の
進
士
で
あ
る
と
い
う
。
李

大
榊
纂
輯
の
「
蟠
蜂
譜
」
十
一
巻
（
一
九
三
一
年
）
に
は
、
闘
蟠
蜂
を
詠
み
込
ん

だ
作
品
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
朱
之
蕃
と
張
維
の
作
品
の
ほ
か
に
作
者
不
明
の
「
題

蟠
蜂
詩
」
「
題
蝿
蝉
詞
」
や
宋
の
済
願
和
尚
の
「
庵
促
織
詞
」
を
収
録
し
て
い
る
。

衰
枚
の
作
は
こ
れ
ら
の
系
譜
を
襲
う
も
の
で
あ
る
。

「
闘
蟠
蜂
三
十
韻
」
は
上
平
声
の
一
束
と
一
一
冬
の
通
韻
で
最
後
ま
で
押
し
て
い

る
。
以
下
、
便
宜
的
に
十
四
章
に
区
切
っ
て
通
釈
を
試
み
る
。

日
原

傳
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2４ 

観
」
。

○
撃
節
節
を
打
つ
。

○
鼓
胡
噛
「
鼓
噛
胡
」
に
同
じ
。
公
言
せ
ず
言
葉
を
飲
み
込
・

の
ど
。
「
後
漢
書
』
五
行
志
に
「
請
為
一
一
諸
君
一
鼓
二
噸
胡
二
・

○
弄
た
わ
む
る
。
あ
そ
ぶ
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
僧
公
九
年
の
伝
に
「
夷
吾
弱
不
し

好
し
弄
、
能
闘
不
し
過
」
。
杜
預
の
注
に
「
弄
、
戯
也
」
。

○
雅
つ
ね
に
。
も
と
よ
り
。

○
秋
蚤
コ
オ
ロ
ギ
。

○
老
至
「
小
倉
山
房
詩
文
集
」
の
配
列
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
乾
隆
二
十
三
年

二
七
五
八
）
に
作
ら
れ
て
い
る
。
時
に
衰
枚
四
十
三
歳
。

○
懸
鰔
車
の
前
の
横
木
に
も
た
れ
る
。
戦
い
を
見
物
す
る
さ
ま
。
「
凋
執
」
に
同

じ
。
城
澱
の
戦
（
紀
元
前
六
三
二
年
）
に
お
い
て
楚
の
子
玉
が
晋
の
文
公
に
戦

い
を
申
し
込
ん
だ
時
の
言
葉
を
踏
ま
え
る
か
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
僧
公
二
十
八
年

の
伝
に
「
請
与
二
君
之
士
一
戯
。
君
潟
し
執
而
観
し
之
。
得
臣
与
寓
し
目
焉
」
と
見

え
る
。
○
観
壁
上
壁
上
か
ら
観
戦
す
る
。
自
分
の
身
を
外
に
置
い
て
勝
負
を

傍
観
す
る
。
「
史
記
」
項
羽
本
紀
に
「
当
一
一
是
時
一
、
楚
兵
冠
二
諸
侯
一
。
諸
侯
軍

救
二
鋲
鹿
下
一
者
十
余
壁
、
莫
一
一
敢
縦
万
兵
。
及
二
楚
撃
右
秦
、
諸
将
皆
従
一
一
壁
上
一

児
時
不
好
弄

雅
好
闘
秋
蚕

老
至
興
不
浅

率
衆
時
相
攻

騒
斌
観
壁
上

撃
節
鼓
胡
噛

【
語
釈
】

老
至
り
て
興
浅
か
ら
ず

衆
を
率
ゐ
て
時
に
相
攻
む

し
よ
く
よ

執
に
葱
り
て
壁
上
よ
り
観

こ
ろ
う

節
を
撃
ち
て
胡
噛
を
鼓
す

企
は
⑰

児
時
弄
る
を
好
ま
》
声
」
れ
ど

つ
れ

雅
に
好
む
秋
蚕
を
闘
は
す
》
（
》
を

公
言
せ
ず
言
葉
を
飲
み
込
む
。

「
噸
胡
」
は
、

選
材
必
大
閲

焚
山
諏
捜
窮

得
一
巨
撃
焉

文
登
以
為
宮

【
語
釈
】

○
選
材
闘
蝿
に
適
す
る
コ
オ
ロ
ギ
を
選
ぶ
こ
と
。

○
大
閲
軍
備
の
大
検
閲
を
す
る
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
桓
公
六
年
に
「
八
月
、
壬

午
、
大
関
」
。
伝
に
「
秋
、
大
関
、
簡
一
一
車
馬
一
也
」
。

○
焚
山
山
を
焼
い
て
狩
を
す
る
。

○
巨
撃
仲
間
の
な
か
で
一
番
優
れ
た
も
の
。
「
孟
子
」
滕
文
公
下
篇
に
「
吾
必
以
一
一

仲
子
一
為
一
一
巨
筆
－
篤
」
。

○
文
莞
飾
り
の
あ
る
養
盆
。
「
養
盆
」
は
コ
オ
ロ
ギ
の
住
ま
い
と
な
る
陶
製
の
容

器
。
「
蝿
蜂
盆
」
「
養
繊
」
と
も
言
う
。
ち
な
み
に
民
国
の
李
大
榊
「
蝿
蜂
譜
」

に
は
甑
や
梅
花
な
ど
の
文
様
を
も
つ
養
盆
の
図
を
十
葉
収
め
て
い
る
。

【
試
訳
】

子
ど
も
の
こ
ろ
遊
び
好
き
で
は
な
か
っ
た
が
、

コ
オ
ロ
ギ
を
闘
わ
す
こ
と
は
好
き
だ
っ
た
。

年
を
と
っ
て
も
興
味
は
尽
き
ず
、

仲
間
を
集
め
て
試
合
を
す
る
。

コ
オ
ロ
ギ
を
戦
い
の
場
に
出
し
て
は
、
闘
盆
の
へ
り
か
ら
覗
き
込
み
、

節
を
打
ち
つ
つ
言
葉
を
飲
み
込
ん
で
応
援
す
る
。

｜’ 

選
材
必
ず
大
い
に
閲
し

山
を
焚
き
て
轍
ち
捜
窮
す

き
上
は
く

一
巨
撃
を
得
れ
ば

文
寛
以
て
宮
と
為
す
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2５ 

闘
蝿
の
場
に
軍
旗
を
立
て
、

礼
を
尽
し
て
コ
オ
ロ
ギ
の
勇
者
を
招
く
。

【
語
釈
］

○
蜜
孤
春
秋
時
代
の
諸
侯
で
あ
る
鄭
伯
の
旗
の
名
。
の
ち
借
り
て
軍
旗
を
指
す
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
隠
公
十
一
年
の
伝
に
「
暇
叔
盈
又
以
二
蜜
孤
一
登
。
周
魔
呼
曰
、

君
登
突
。
鄭
師
畢
登
」
。

○
築
壇
招
群
雄
礼
を
尽
し
て
群
雄
を
招
く
。
「
陳
よ
り
始
め
よ
」
と
い
う
成
語
で

知
ら
れ
る
「
築
台
募
士
」
に
基
づ
く
表
現
か
。
「
戦
国
策
」
燕
策
一
に
「
於
レ
是

昭
王
為
し
陳
築
レ
宮
而
師
し
之
。
楽
毅
自
レ
魏
往
、
都
術
自
レ
斉
往
、
劇
辛
自
レ
趙

往
、
士
争
漬
し
燕
」
。

○
唆
訟
争
う
よ
う
に
そ
そ
の
か
す
。

せ
ん
そ
う

○
草
茜
草
。
穂
先
で
コ
オ
ロ
ギ
を
挑
発
し
、
戦
闘
意
欲
を
高
め
る
道
具
。

【
試
訳
】

樹
之
蟄
孤
旗

築
壇
招
群
雄

教
戦
如
唆
訟

持
草
開
金
髄

焼
き
狩
り
を
し
て
ま
で
捜
し
求
め
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
た
び
優
れ
た
も
の
が
手
に
入
っ
た
な
ら
ば
、

美
し
い
養
盆
を
そ
の
住
居
と
す
る
。

【
試
訳
】

良
い
コ
オ
ロ
ギ
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
大
検
閲
が
必
要
だ
。

■■■■■ 

’■■■■ 

￣ 

誰
か

戦
は
し
む
る
は
訟
を
唆
す
が
如
く

草
を
持
ち
て
金
寵
を
開
く

た
ぽ
う
ご

之
に
樹
つ
る
蟄
孤
の
旗

壇
を
築
き
て
群
雄
を
招
く

五

牙
摩
疑
鎮
繍

【
試
訳
］

戦
い
の
始
め
は
体
を
低
く
伏
せ
て
い
て
、

怒
り
を
抑
え
て
戦
い
は
じ
め
る
。

徐
々
に
首
を
上
げ
下
げ
し
、

い
ま
に
も
鋭
い
刃
の
切
っ
先
を
交
え
よ
う
と
す
る
。

【
語
釈
】

○
勧
怒
怒
り
を
お
さ
え
る
。
「
勘
」
は
、
お
さ
え
る
。

○
興
戎
戦
い
を
起
こ
す
。
「
戎
」
は
、
い
ぐ
さ
。

○
短
「
う
な
じ
。
く
ぴ
。

○
霜
刃
鋭
く
光
る
や
い
ば
。
貿
島
「
剣
客
」
に
、
「
十
年
暦
一
一
一
剣
一
、
霜
刃
未
一
一

曽
試
一
」
。

○
交
鋒
ほ
こ
を
交
え
て
戦
う
。

霜徐勧其
刃徐怒始
将腫初体

襄篶簔湊

コ
オ
ロ
ギ
を
闘
わ
せ
る
の
は
争
い
を
そ
そ
の
か
す
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
道
具
の
茜
草
を
手
に
し
て
金
色
の
虫
髄
の
戸
を
開
く
の
で
あ
る
。

四

あ
つ
ゆ

牙
の
摩
す
れ
ば
涙
繍
か
と
疑
ひ

其
の
始
め
体
は
卑
伏
し

お
さ

怒
り
を
鋤
へ
初
め
て
戎
を
興
す

う
な
じ

徐
徐
に
脛
は
低
昴
し

ま
ざ

霜
刃
将
に
鋒
を
交
へ
ん
と
す

Hosei University Repository



2６ 

頭
触
愁
共
工

禰
明
挙
足
峻

叔
孫
当
喉
椿

【
語
釈
】

○
摩
す
る
。
こ
す
る
。

○
鎮
諭
獣
の
名
。
「
山
海
経
』
北
山
経
に
「
其
状
如
レ
牛
而
赤
身
、
人
面
馬
足
、

名
曰
一
一
窒
鼠
二
。
「
爾
雅
」
釈
獣
に
「
鎮
輪
、
類
し
躯
、
虎
爪
、
食
し
人
、
迅
走
」
。

李
白
「
梁
甫
吟
」
に
嚢
繍
磨
レ
牙
競
一
一
人
肉
一
、
蕊
虞
不
レ
折
生
草
茎
」
。

○
共
工
人
面
蛇
身
の
神
。
纈
項
と
争
い
、
天
柱
を
折
り
地
維
を
絶
っ
た
た
め
に

天
地
が
傾
い
た
と
い
う
舍
列
子
」
湯
問
篇
）
。

○
彌
明
祁
彌
明
。
春
秋
、
晋
の
重
卿
で
あ
る
趙
盾
の
家
来
。
強
力
で
知
ら
れ
る
。

晋
の
霊
公
が
け
し
か
け
た
犬
を
蹴
り
上
げ
て
そ
の
顎
を
砕
き
、
趙
盾
を
守
っ
た

と
い
う
。
「
春
秋
公
羊
伝
」
宣
公
六
年
の
伝
に
「
祁
彌
明
逆
而
践
し
之
」
。

○
峻
蹴
り
上
げ
る
。

○
叔
孫
叔
孫
得
臣
。
春
秋
、
魯
の
大
夫
。
文
公
の
命
を
受
け
て
出
陣
し
、
狄
を

破
り
、
長
狄
僑
如
を
討
ち
取
っ
た
。
そ
の
際
、
同
乗
の
富
父
終
甥
が
矛
で
喉
を

突
き
刺
し
て
殺
し
た
こ
と
が
、
「
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
一
年
の
伝
に
「
富
父
終

甥
、
椿
一
一
其
喉
一
以
レ
戈
殺
し
之
」
と
見
え
る
。

○
椿
つ
く
。

【
試
訳
】

コ
オ
ロ
ギ
の
牙
は
こ
す
れ
あ
う
と
鎮
燕
か
と
思
う
ほ
ど
鋭
く
、

頭
が
ぶ
つ
か
る
と
共
工
の
よ
う
に
天
柱
を
折
る
の
で
は
と
心
配
に
な
る
。

祁
彌
明
の
よ
う
に
足
で
蹴
り
上
げ
る
力
も
強
く
、

叔
孫
得
臣
の
故
事
の
よ
う
に
敵
の
喉
を
突
い
て
倒
す
の
で
あ
る
。

頭
の
触
る
れ
ば
共
工
か
と
愁
へ
し
む

ぴ
め
い

そ
ん

彌
明
足
を
挙
げ
て
酸
しつ

叔
孫
喉
に
当
て
て
捲
く

道
険
一
与
一

両
将
闘
笄
中

伏
己
監
其
脳

博
腐
鍍
交
胸

【
語
釈
】

○
道
険
険
し
い
道
を
と
る
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
哀
公
二
年
の
伝
に
「
三
月
、
呉
伐
し

我
。
子
泄
率
、
故
道
し
険
従
一
一
武
城
二
。

○
算
中
小
道
。
袋
小
路
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
襄
公
二
十
五
年
の
伝
に
「
行
及
二
奔

中
一
、
将
レ
合
」
。

○
伏
己
藍
其
脳
城
膜
の
戦
（
紀
元
前
六
三
一
一
年
）
に
お
け
る
故
事
。
晋
の
文
公

は
楚
の
成
王
と
戦
う
前
夜
に
成
王
が
自
分
を
押
し
伏
せ
て
脳
み
そ
を
吸
っ
て
い

る
夢
を
見
た
。
子
犯
は
そ
れ
を
吉
夢
と
解
い
た
が
、
果
し
て
晋
軍
の
大
勝
利
に

終
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
晋
の
文
公
は
周
王
か
ら
覇
者
と
認
め
ら
れ
た
。
「
春
秋

左
氏
伝
」
僧
公
二
十
八
年
の
伝
に
「
晋
侯
夢
下
与
一
一
楚
子
一
博
、
楚
子
伏
し
己
而
監
中

其
脳
と
。
「
藍
」
は
、
す
す
る
。

○
博
腐
む
ね
を
打
つ
。
晋
の
景
公
が
そ
の
死
の
直
前
に
見
た
夢
を
踏
ま
え
る
。

大
き
な
体
の
幽
鬼
が
、
地
に
届
く
長
髪
を
振
り
乱
し
、
胸
を
打
ち
、
畷
り
上
が

っ
て
景
公
に
迫
っ
た
。
の
ち
景
公
の
病
は
重
く
な
り
、
秦
に
医
師
の
派
遣
を
求

め
た
。
「
病
、
脅
育
に
入
る
」
は
そ
の
際
の
医
緩
の
診
断
を
典
故
と
す
る
成
語
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
成
公
十
年
の
伝
に
「
晋
侯
夢
大
属
被
レ
髪
及
レ
地
、
博
し
腐
而

踊
曰
、
殺
一
一
余
孫
一
、
不
義
、
蒜
鴨
し
諸
二
於
帝
一
笑
」
。

○
鍍
交
胸
呉
の
公
子
で
あ
る
闘
閣
が
王
位
を
得
る
た
め
に
呉
王
の
僚
を
殺
し
た

せ
ん
せ
つ
し
よ

事
件
を
踏
ま
え
る
。
呉
王
を
も
て
な
す
宴
席
で
閏
閻
の
家
来
の
鱒
設
諸
は
魚
の

中
に
隠
し
た
剣
を
抜
い
て
呉
王
を
刺
し
た
。
そ
の
時
、
王
の
謹
衛
が
左
右
か
ら

一ハ

け
ん
み
ち

険
に
道
Ｉ
し
て
一
と
一

え
ん
ち
ゅ
う

両
将
今
一
中
に
闘
ふ

す
寸

己
を
伏
せ
て
其
の
脳
坐
伊
一
盛
り

む
れ
う
ひ

癖
を
博
学
っ
鋏
胸
に
交
は
る
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2７ 

【
語
釈
】

○
街
枚
枚
を
は
む
。
「
枚
」
は
箸
の
よ
う
な
形
の
木
片
。
両
端
に
紐
が
つ
い
て
い

て
、
く
わ
え
て
首
の
後
ろ
で
結
ぶ
。
兵
士
や
馬
に
く
わ
え
さ
せ
て
声
を
た
て
る

の
を
防
い
だ
。
「
街
」
は
、
は
む
。
く
わ
え
る
。

○
梢
物
音
が
せ
ず
、
静
か
な
さ
ま
。

○
運
翼
翅
を
振
り
動
か
す
。

○
琶
護
ひ
っ
そ
り
と
し
た
さ
ま
。

○
歯
撃
コ
オ
ロ
ギ
の
噛
み
合
う
さ
ま
を
言
う
か
。

○
払
払
風
の
軽
く
吹
く
さ
ま
。

払遼運街
払議翼枚
長歯如梢
鬚撃有無
衝響風声

二
匹
の
コ
オ
ロ
ギ
は
狭
い
場
所
で
闘
う
。

倒
さ
れ
て
脳
み
そ
を
畷
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
も
な
っ
た
り
、

踊
り
か
か
り
、
胸
で
剣
が
交
差
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
る
。

【
試
訳
】

険
し
い
道
を
と
っ
て
一
対
一
と
な
り
、

刺
し
た
剣
は
設
諸
の
胸
で
交
わ
っ
た
が
、
痛
み
に
屈
せ
ず
呉
王
を
試
殺
し
た
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
昭
公
二
十
七
年
の
伝
に
「
鱒
設
諸
寅
二
剣
於
魚
中
一
以
進
。
柚
し

剣
刺
し
王
。
鍍
交
二
於
胸
一
、
遂
試
し
王
」
。
「
鋏
」
は
剣
の
一
種
。
七

払毒運街Ｘ
払琶翼枚ビ

し
よ
う

梢
と
し
て
声
無
く

風
有
る
が
如
し

歯
撃
響
き

長
蹟
衝
く

【
語
釈
】

○
昆
と
も
に
。
周
本
淳
は
固
有
名
詞
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
採
ら
な
い
。

○
曝
息
苦
し
そ
う
に
息
を
す
る
。
「
喘
息
」
に
同
じ
。
「
文
選
」
巻
十
七
所
収
の

王
子
淵
「
洞
箭
賦
」
に
「
是
以
蟠
蜂
蛎
蝋
、
岐
行
喘
息
」
。

ら
さ
せ
色

○
羅
鉗
羅
希
宛
の
く
ぴ
か
せ
。
羅
希
爽
は
唐
の
人
。
残
虐
な
役
人
と
し
て
同
時

代
の
吉
温
と
と
も
に
「
羅
鉗
吉
網
」
と
評
さ
れ
た
。
「
新
唐
書
」
酷
吏
伝
に
「
温

与
一
一
希
爽
一
相
勗
以
レ
虐
、
号
二
羅
鉗
吉
網
二
。

○
兇
む
ご
い
｝
」
と
を
す
る
。
王
英
志
は
「
凶
」
に
作
る
。

○
能
軍
う
ま
く
戦
う
。
「
軍
」
は
、
軍
を
動
か
す
こ
と
。
こ
の
句
は
「
春
秋
左
氏

伝
」
桓
公
五
年
の
記
事
を
踏
ま
え
る
。
鄭
の
祝
明
は
王
の
肩
を
射
た
が
、
王
は

う
ま
く
戦
っ
て
退
却
し
た
。

○
傷
股
股
を
負
傷
す
る
。
股
は
、
も
も
。
こ
の
句
は
「
宋
褒
の
仁
」
で
知
ら
れ

お
う
す
い

る
「
春
秋
左
氏
伝
」
僧
公
二
十
二
年
の
記
事
を
踏
ま
え
る
。
宋
の
襄
公
は
泓
水

の
ほ
と
り
で
楚
と
戦
っ
た
時
、
臣
下
の
諌
め
を
聞
か
ず
、
敵
が
川
を
渡
り
終
え
、

傷射愈微
股肩増覚
強猶羅昆
鳴能鉗曝
縦軍兇息

【
試
訳
】

口
に
枚
を
く
わ
え
た
よ
う
に
静
か
な
時
も
あ
れ
ば
、

翅
を
震
わ
せ
て
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
音
を
た
て
る
時
も
あ
る
。

ひ
っ
そ
り
と
し
た
な
か
で
コ
オ
ロ
ギ
が
噛
み
合
う
音
が
聞
こ
え
、

軽
く
吹
く
風
に
長
い
髭
が
突
き
出
て
い
る
。

八

か
す

と
も
か
い
そ
く

微
か
に
党
ゆ
昆
に
畷
息
す
る
会
と

ら
か
人

愈
い
卜
｛
増
す
羅
鉗
の
兇

肩
を
射
ら
れ
て
猶
ほ
能
く
軍
し

も
も

ほ
こ

股
に
傷
つ
け
ど
も
強
ひ
て
縦
を
鴫
戸
ワ
す
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2８ 

一
榔
出
盆
外

如
喝
巣
虚
紅

再
戦
不
改
期

如
学
楚
子
重

す
る
も
の
も
い
る
。

二
匹
が
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
、

羅
希
宛
の
く
ぴ
か
せ
の
よ
う
に
締
め
付
け
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
。

鄭
の
祝
脂
に
肩
を
射
ら
れ
た
王
の
よ
う
に
、
う
ま
く
戦
っ
て
窮
地
を
逃
れ
る
も
の

も
い
れ
ば
、

末
の
襲
公
の
よ
う
に
傷
を
負
っ
て
も
な
お
考
え
を
変
え
ず
、
正
面
か
ら
戦
お
う
と

【
語
釈
】

○
喝
ど
な
る
。
こ
こ
で
は
さ
い
こ
ろ
の
望
み
の
目
が
出
る
よ
う
に
大
声
で
叫
ぶ

さ
ま
を
言
う
か
。
ち
よ
ぽ

○
巣
盧
と
も
に
樗
蒲
（
ぱ
く
ち
の
一
種
）
の
さ
い
こ
ろ
の
出
目
の
名
。
こ
れ
ら

が
出
る
と
ほ
ぼ
勝
負
は
決
す
る
よ
い
目
と
さ
れ
る
。
杜
甫
「
今
夕
行
」
に
、
「
潟

陵
博
塞
呼
一
一
五
白
一
、
担
跣
不
一
一
一
育
成
一
一
巣
慮
一
」
。

○
子
重
楚
の
嬰
斉
。
特
別
に
選
抜
し
た
軍
を
用
い
て
呉
を
討
っ
た
際
、
緒
戦
の

陣
形
が
整
う
の
を
待
っ
て
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
、
大
敗
を
喫
し
た
。
自
身
は
股

に
矢
傷
を
負
い
、
側
近
の
者
は
み
な
討
ち
死
に
し
た
が
、
喪
公
は
な
お
そ
の
考

え
を
変
え
な
か
っ
た
。

○
縦
ほ
こ
。

【
試
訳
】九

一
櫛
盆
外
に
出
す
は

且
つ
ろ

巣
虚
の
紅
を
喝
す
る
が
如
し

再
戦
期
を
改
め
ざ
る
は

楚
の
子
重
に
学
ぶ
が
如
し

勇帯逐摩
哉断北塁
気恂如更
務子飛騨
隆軍蓬旋

【
試
訳
】

掛
り
投
げ
て
盆
の
外
に
出
す
と
、

樗
蒲
の
よ
い
饗
の
目
が
出
た
場
合
の
よ
う
に
、
そ
れ
で
勝
負
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

再
戦
の
期
日
を
改
め
な
い
の
は
、

楚
の
子
重
の
失
敗
を
学
ん
だ
か
の
よ
う
だ
。

【
語
釈
］

○
摩
塁
敵
陣
近
く
に
迫
る
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
宣
公
十
二
年
に
「
許
伯
曰
、
吾
間

致
し
師
者
、
御
摩
し
雄
摩
し
塁
而
還
」
。

○
騨
旋
旗
を
な
び
か
せ
る
。

○
逐
北
逃
げ
る
兵
を
追
う
。
北
は
、
に
ぐ
る
。

○
飛
蓬
風
に
翻
っ
て
飛
ぶ
よ
も
ぎ
。

し
ん
色
ん
ぽ

○
帯
断
恂
干
軍
「
春
秋
左
氏
伝
」
喪
公
一
一
年
の
記
事
に
み
え
る
秦
菫
◇
の
武
勇

ふ
く
よ
う

談
を
踏
ま
え
る
。
福
陽
の
城
を
攻
め
る
菫
父
に
対
し
、
城
方
か
ら
長
い
布
が
降

勝
利
の
の
ち
楚
に
帰
り
、
そ
の
後
の
大
敗
を
知
ら
ず
に
祝
賀
会
を
催
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
三
日
後
に
呉
の
追
撃
を
受
け
、
賀
と
い
う
重
要
な
町
を
占
領
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
楚
の
人
々
は
子
重
を
非
難
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
重
は
そ
れ

を
苔
に
し
て
心
疾
に
な
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
。
記
事
は
「
春
秋
左
氏
伝
」
褒
公

三
年
に
見
え
る
。

＋ 

は
た
な
ぴ

塁
を
摩
し
更
に
旋
舎
と
摩
か
せ

逐
北
飛
蓬
の
如
し

■
れ

と
な

断
を
帯
び
て
軍
に
恂
ふ
⑥
か
ん

勇
な
差
已
哉
気
務
の
隆
な
る
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2９ 

母漢鼓奏

窪童謡篭＋
同将金銭一
宗軍鐘歌

逃
げ
る
敵
を
迫
う
さ
ま
は
飛
蓬
の
よ
う
に
敏
速
で
あ
る
。

布
切
れ
を
ま
と
っ
て
軍
中
を
巡
行
し
た
秦
菫
父
の
よ
う
に
勝
ち
誇
り
、

葹
政
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
勇
ま
し
く
、
気
勢
盛
ん
で
あ
る
。

【
試
訳
】

敵
陣
近
く
で
旗
を
願
か
せ
る
よ
う
に
力
を
誇
示
し
、

【
語
釈
】

○
奏
凱
戦
勝
の
凱
歌
を
奏
す
る
。

ろ
さ
れ
た
。
菫
父
が
こ
れ
に
す
が
っ
て
登
る
と
、
姫
塙
に
手
が
届
い
た
と
こ
ろ

で
守
り
手
は
布
を
切
り
落
と
し
、
重
父
は
転
落
。
す
る
と
ま
た
布
を
垂
ら
す
。
菫

父
は
息
を
吹
き
か
え
し
て
ま
た
登
る
。
こ
れ
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
た
。
守
り
手

が
そ
れ
で
止
め
る
と
、
茎
父
は
そ
の
布
切
れ
を
帯
に
し
て
軍
中
を
三
日
間
巡
行

し
た
。
原
文
の
「
帯
二
其
断
一
以
恂
一
一
於
軍
一
三
日
」
を
一
句
に
仕
立
て
た
。
「
断
」

は
、
切
断
さ
れ
た
布
切
れ
。
「
恂
」
は
、
触
れ
知
ら
せ
る
。

○
勇
哉
気
滞
隆
「
戦
国
策
」
韓
策
こ
の
誘
政
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
鏑
政
は
厳

遂
に
懇
願
さ
れ
て
韓
の
相
で
あ
る
韓
塊
を
刺
殺
し
た
。
事
を
終
え
た
あ
と
自
ら

顔
の
皮
を
は
ぎ
、
目
を
え
ぐ
っ
て
死
ん
だ
。
政
の
姉
は
弟
の
名
を
揚
げ
る
た
め

に
そ
の
遺
体
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
自
殺
し
た
。
そ
の
姉
の
言
葉
の
一

節
「
勇
哉
気
務
之
隆
」
を
用
い
た
。
「
気
務
」
は
、
気
勢
。
意
気
込
み
。

な

乃
ち
汝
の
同
宗
た
亥
己
母
か
ら
ん
か

ど
う
か

奏
凱
鏡
歌
を
唱
へ

こ
し

鼓
翅
金
鐘
の
如
し

漢
に
虫
将
軍
有
り

【
語
釈
】

○
瀞
ほ
こ
る
。
自
信
を
も
つ
。
一
句
目
、
二
句
目
は
「
論
語
」
衛
霊
公
の
「
子

曰
、
君
子
務
而
不
し
争
、
群
而
不
し
党
」
を
踏
ま
え
る
。

○
比
党
徒
党
を
組
む
こ
と
。

○
蝿
蝋
ジ
ガ
バ
チ
。
腰
細
蜂
。

○
仁
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
。
孔
子
の
と
な
え
た
最
高
の
徳
目
。
三
句
目
は

敬
汝
務
而
争

比
党
非
蝿
蝿

愛
汝
勇
而
仁

蟹
人
非
弄
蜂

【
試
訳
】

戦
勝
の
凱
歌
を
奏
す
べ
く
、

翅
を
振
わ
せ
て
鳴
く
そ
の
音
色
は
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
た
か
の
よ
う
だ
。

漢
代
に
は
「
虫
将
軍
」
が
い
た
が
、

お
ま
え
の
同
族
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
銭
歌
か
ね
を
打
ち
鳴
ら
し
て
う
た
う
歌
。
軍
楽
。

○
鼓
翅
翅
を
振
い
動
か
す
。

○
虫
将
軍
曲
成
園
侯
の
虫
達
を
指
す
か
。
漢
の
高
祖
に
従
っ
て
陽
よ
り
起
り
、

の
ち
曲
成
侯
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
都
尉
と
し
て
項
籍
を
破
り
、
将
軍
と
し
て
燕
、

代
を
撃
っ
た
こ
と
が
、
「
漢
書
」
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
見
え
る
。

○
母
乃
…
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
を
表
す
。

○
同
宗
同
じ
血
統
の
者
。

＋ 
￣ 

￣ 

汝
の
瀞
に
し
て
争
ふ
を
敬
ふ

え
つ
お
う

比
党
蝿
蝋
に
非
ず

汝
の
勇
に
し
て
仁
な
る
を
愛
す

廿
白
じ
ん
へ
い
ば
う

蟄
人
笄
蜂
に
非
ず
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字偶蝸飲
微汝触汝
声以漸以
雍新Ｆｉ勇
雍牡饗爵

【
語
釈
一

○
勇
爵
勇
士
に
与
え
る
酒
杯
。
ま
た
、
勇
士
に
命
ず
る
爵
位
。
こ
こ
で
は
前
者

の
意
か
。
「
春
秋
左
氏
伝
」
襄
公
二
十
一
年
の
伝
に
「
荘
公
為
一
一
勇
爵
二
。

○
蝸
触
蝸
牛
の
左
の
角
に
国
を
構
え
る
触
氏
を
指
す
か
。
「
荘
子
」
則
陽
に
「
有
下

国
二
於
蝸
之
左
角
一
者
上
曰
一
一
触
氏
一
、
有
下
国
一
一
於
蝸
之
右
角
一
者
上
曰
一
一
蛮
氏
一
、

【
試
訳
】

お
ま
え
が
自
信
を
も
っ
て
相
手
と
戦
う
の
を
私
は
敬
う
。

ジ
ガ
バ
チ
の
よ
う
に
徒
党
を
組
む
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
お
ま
え
が
勇
敢
で
仁
の
徳
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
こ
と
を
愛
す
る
。

「
弄
蝉
」
の
よ
う
に
人
を
刺
す
こ
と
も
な
い
。

「
論
語
」
慰
問
の
「
仁
者
必
有
し
勇
、
勇
者
不
二
必
有
で
仁
」
を
踏
ま
え
る
。

○
蟄
人
人
を
刺
す
。
「
蟹
」
は
、
毒
虫
が
さ
す
。

○
弄
蜂
虫
名
か
。
語
の
用
例
と
し
て
は
「
詩
経
』
周
頌
・
小
遥
の
「
莫
二
予
笄

蜂
一
／
自
求
一
一
辛
整
二
が
挙
げ
ら
れ
る
。
毛
伝
は
「
弄
蜂
、
摩
曳
也
」
と
注
し
、

「
引
き
ま
わ
す
」
の
意
に
と
っ
て
い
る
。
朱
烹
「
詩
集
伝
」
は
「
笄
、
使
也
。
蜂
、

小
物
而
有
し
毒
」
と
注
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
形
を
と
る
二
句
目
か
ら
考
え
て
、

「
鰯
鰯
」
と
対
応
す
る
虫
の
名
と
し
て
こ
こ
で
は
用
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

＋ 
＝ 
￣ 

汝
に
飲
ま
し
む
る
に
勇
爵
を
以
て
し

よ
う
暴
き
ご

蝸
触
漸
く
饗
を
Ｆ
る

汝
に
偶
す
る
に
新
牡
を
以
て
し

字
微
声
雍
雍
た
り

十
月
入
床
下

獺
婦
驚
残
夢

寄
語
哲
籏
氏

牡
鞠
休
黛
供

我
続
蟆
鈑
伝

自
笑
本
雛
虫

【
語
釈
一

○
十
月
入
床
下
「
詩
経
」
画
風
・
七
月
に
「
七
月
在
し
野
、
八
月
在
し
字
、
九
月

在
し
戸
、
十
月
蝿
蜂
入
二
我
淋
下
二
・

【
試
訳
】

お
ま
え
に
勇
士
に
与
え
る
酒
杯
で
酒
を
飲
ま
せ
、

闘
い
を
終
え
た
あ
と
の
食
事
の
用
意
を
す
る
。

お
ま
え
を
連
れ
合
わ
せ
る
の
は
「
新
牡
」
の
待
遇
で
す
る
が
、

そ
の
交
尾
の
際
は
や
わ
ら
い
だ
鈴
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

時
相
与
争
レ
地
而
戦
、
伏
戸
数
万
、
逐
レ
北
旬
有
五
日
而
後
反
」
。
狭
い
闘
盆
で

の
戦
い
を
「
蝸
牛
角
上
の
争
い
」
に
職
え
た
も
の
か
。

○
戸
饗
煮
炊
き
を
す
る
。
「
詩
経
」
小
雅
・
祈
父
に
「
有
二
母
之
戸
ワ
饗
」
。
毛

伝
に
「
熟
食
曰
し
饗
」
。

○
新
牡
若
い
牡
。
「
春
秋
繁
露
」
循
天
之
道
に
「
新
牡
十
日
而
一
遊
一
一
於
房
一
」
。

○
字
微
交
尾
す
る
。
「
史
記
」
五
帝
本
紀
に
「
鳥
獣
字
微
」
。

○
雍
雍
鈴
の
音
の
や
わ
ら
い
だ
さ
ま
。
「
礼
記
」
少
儀
に
「
鴬
和
之
美
、
粛
粛
雍

雍
」
。
孔
穎
達
の
疏
に
「
雍
雍
是
和
貌
」
。

十
四

十
月
床
下
に
入
り

獺
婦
残
夢
を
鷲
か
す

て
き
ぞ
く
し

葬
叩
を
寄
す
哲
籏
氏
に

牡
鞠
黒
供
す
る
こ
と
を
休
め
よ

つ

我
は
続
ぐ
蟆
飯
伝

自
ら
笑
ふ
本
よ
り
雛
虫
な
る
を
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牡
鞠
を
焼
く
こ
と
は
や
め
よ
と
。

私
は
柳
宗
元
の
「
蛸
飯
伝
」
の
あ
と
を
継
ぎ
、

【
試
訳
一

十
月
に
な
る
と
床
の
下
に
入
っ
て
き
て
、

コ
オ
ロ
ギ
に
暁
の
夢
を
驚
か
さ
れ
る
。

○
獺
婦
な
ま
け
女
。
ま
た
蟠
蜂
の
異
名
で
も
あ
る
。
陸
機
「
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫

魚
疏
』
の
「
蟠
鉾
」
の
項
目
に
「
楚
人
調
一
一
之
王
孫
一
。
幽
州
人
謂
一
一
之
趨
織
一
。

里
語
云
、
趨
織
鳴
獺
婦
驚
。
是
也
」
。

○
残
夢
明
け
方
に
見
る
夢
。
き
れ
ぎ
れ
の
夢
。

○
哲
蕨
氏
周
官
の
名
。
「
天
鳥
」
を
除
く
こ
と
を
挙
る
。
こ
こ
に
は
本
来
あ
と
に

見
え
る
「
牡
鞠
」
を
焚
い
て
「
竃
躯
」
を
除
く
こ
と
を
掌
る
周
官
の
「
掴
氏
」

の
名
が
来
る
べ
き
か
。

○
牡
鞠
牡
輔
に
同
じ
。
花
の
咲
か
な
い
菊
。
焼
い
て
灰
に
し
て
撒
く
と
、
竃
胆

を
除
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
「
電
題
」
は
、
カ
エ
ル
の
類
。
「
周
礼
」
秋

官
・
掴
氏
に
「
去
二
鼈
胆
一
、
焚
一
一
牡
繍
一
、
以
レ
灰
酒
レ
之
則
死
」
。

○
蟆
鈑
伝
宋
の
柳
宗
元
の
作
品
。
「
鎖
鈑
」
は
虫
の
名
。
物
を
背
負
う
こ
と
を

好
み
、
苦
し
ん
で
も
や
め
な
い
と
い
う
。

○
雛
虫
詩
文
の
字
句
を
飾
る
。

衰
枚
の
「
闘
蟠
蜂
三
十
韻
」
は
、
詠
物
詩
と
し
て
正
面
か
ら
「
闘
蟠
蜂
」
の
世

界
を
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
三
十
韻
と
い
う
長
編
の
た
め
様
々
な
角
度
か
ら
細
か

く
そ
の
世
界
を
歌
い
上
げ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
典
故
の
面
か
ら
言
え
ば
、

哲
籏
氏
に
こ
と
づ
て
を
す
る
。

コ
オ
ロ
ギ
を
詠
ん
だ
詩
を
細
工
し
た
ま
で
の
こ
と
。

付
ロ

「
闘
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
由
来
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
が
目
に
つ
く
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
性
霊
説
を
主
張
し
た
衰
枚
は
「
随
園
詩
話
」
の
な
か
で
神
韻
説
を
主
張
し
た

王
士
頑
（
一
六
三
四
－
一
七
一
一
）
の
こ
と
を
「
修
飾
を
主
と
し
て
性
情
を
主
と

し
て
い
な
い
。
ど
こ
か
に
行
け
ば
必
ず
詩
を
作
り
、
そ
の
詩
の
中
に
は
必
ず
典
故

を
用
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
喜
怒
哀
楽
の
感
情
は
真
の
も
の
で
は
な
い
（
巻

三
、
二
十
九
）
」
と
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
性
情
を
重
視
し
な
い
こ
と
に
対
す

る
批
判
で
あ
っ
て
典
故
の
使
用
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
「
随
園

詩
話
」
の
別
の
箇
所
で
は
、
典
故
を
用
い
る
時
は
あ
か
ら
さ
ま
な
痕
跡
が
残
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
孜
々
と
し
て
勉
強
す
る
こ
と

が
必
要
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
巻
六
、
二
十
二
）
。
典
故
を
多
用
し
た
本
詩
は
そ

の
一
つ
の
実
践
と
言
え
よ
う
か
。
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